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鞭馬公直さんの田んぼで、中原小 38 名全員が鎌を
使って稲刈りを体験。上級生が下級生を手助けしな
がら全員で頑張って刈り取りました。



読者アンケート結果報告
　8月5日～9月30日までに行いました議会広報の読者アンケートでは、42通の返信をいただきました。 
ご意見、ご感想、アイディア、ご要望をたくさんお寄せいただき、ありがとうございました。 
皆さまのお声は今後の議会広報作りに活用させていただきますと共に、議員全員に、必要なものは担当課
にも共有させていただきました。アンケート結果とお寄せいただいたお声を一部ご紹介します。
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今後載せて欲しいこと・特集へのアイディア

ふるさと納税
について

2年前の豪雨
被害件数と

学校教育環境
の現状

議員の詳細な
活動内容

議会の仕組み
や制度

交通ルール

夢チャレ※１や
美しい村補助金※２

の実績調査

議会広報へのご意見・ご感想

目新しい話題を取材して各
方面から町民に公表してく
れるので、とっても楽しみ
です。

議員の活動が町民には見え
ませんでしたが、初めて見
えました。
議員定数を９議席にしたの
が良かったです。

とても分かりやすく、表紙
や裏表紙もカラーで読みや
すいです。読者アンケート
はとっても良かったです。

一般質問の際、答弁者から
「検討します」「取り組み
ます」と多々ありますが、
その後どうなったのでしょ
うか。議員は追及して結論
を出して欲しいです。

町営住宅入居希望者は多く
いるそうですが、一方で職
員住宅は余っている様に思
います。町内にあるものを
上手に使う方法はないので
しょうか。

議員はどうやって町民の声
を集めているのか分かりま
せん。常に町民の声を知る
ために、このようなアン
ケート等を継続的に行うの
が良いのではと思います。

北里和教氏、感心しまし
た。

非常に読みづらい。体裁が
悪く、読んでもらおうとい
う気概を感じない。
議員の詳細な活動内容を知
らないので定数も3～5人
で充分だと思っている。

各議員は町に対して、質問
に加え、提案のウエイトを
高めて欲しい。

昔に比べ、内容が充実して
おり、表紙もとても良いと
思って読んでいます。
５月号の一般質問でも上
がっていました通学路の安
全点検をお願いします。

広報の体裁が古い（昭和の
自治体広報的）ので、もう
少し紙面として読みやすく
する工夫をして欲しいで
す。

なぜ議員定数を削減するの
か疑問に思います。町民が
望んでいるのは町民の声を
届ける仕事ができる議員
で、仕事をしない議員に辞
めていただくことだと思い
ます。

他市町ですので広報を読む
機会はありませんが、御町
のLINEで情報を見させて
いただいてます。

一般質問が年内に町執行に
おいて、どのように実現さ
れたのか等、質問の言いっ
ぱなしでなく、検証結果を
載せて欲しい。

9月より一般質問の検討結果を
町ホームページに公表しており
ます。ぜひご確認ください。

（件）

※１：南小国町夢チャレンジ推進事業補助金　※２：南小国町「日本で最も美しい村」づくり事業補助金 2
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令
和
４
年
７
月

第
２
回
臨
時
会　

●
補
正
予
算

◆
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

主
な
審
議

○
公
有
財
産
の
購
入

▼
佐
藤
議
員　

県
営
教
職
員
住

宅
購
入
後
の
利
用
は
。
ま
た
各

課
で
住
宅
を
整
備
し
て
い
る
と

思
う
が
、
空
い
て
る
部
分
を
活

用
で
き
な
い
か
。

▽
ま
ち
づ
く
り
課
長　

移
住
定

住
関
係
の
住
宅
と
し
て
利
活
用

を
予
定
。
各
課
そ
れ
ぞ
れ
目
的

を
持
っ
た
住
宅
と
な
る
。
目
的

外
使
用
は
難
し
い
と
考
え
る
。

○
財
産
収
入

▼
井
野
議
員　

町
有
原
野
貸
付

の
場
所
は
ど
こ
か
。
部
分
林
の

売
払
収
入
の
場
所
と
立
米
数
等

は
。

▽
総
務
課
長　

赤
谷
の
上
田
第

一
牧
野
組
合
管
理
の
原
野
。　

部
分
林
は
本
町
造
林
組
合
は

５
５
３
㎥
、
差
引
き
１
７
６
万

円
。
下
町
造
林
組
合
は
３
５
７

㎥
、
１
０
４
万
円
。
滝
の
口

黄
川
梅
の
木
堂
造
林
組
合
は

１
０
６
３
㎥
、
３
９
５
万
円
を

見
込
ん
で
い
る
。

●
町
有
財
産
の
売
払
い

◆
深
久
保
町
有
林

所
在
地　

字
深
久
保
５
５
７
７

面 

積　
　

 

１
万
８
４
０
０
㎡

売
却
額　
　

15
万
７
７
０
０
円

契
約
の
相
手
方　

北
里
和
敎
氏

主
な
審
議

▼
穴
井
千
秋
議
員　

売
却
に

至
っ
た
経
緯
は
。
売
却
金
額
算

定
の
根
拠
は
。

▽
総
務
課
長　

隣
接
者
（
契
約

の
相
手
方
）
か
ら
の
申
し
出
に

よ
る
も
の
。
算
定
額
は
南
小
国

町
普
通
財
産
処
分
事
務
取
扱
要

綱
に
よ
る
。
（
評
価
額
単
価
×

面
積
×
修
正
率
）

原
案
可
決

●
物
品
購
入
契
約
の
締
結

◆
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車

契
約
金
額　
　
　

８
３
６
万
円

契
約
の
相
手
方

　
　
　
　
　

野
々
村
ポ
ン
プ
㈱

主
な
審
議

▼
井
野
議
員　

備
品
等
の
再
利

用
は
。

▽
総
務
課
長　

消
防
各
部
の
方

で
管
理
、
使
用
し
て
い
る
。

◆
南
小
国
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

放
送
セ
ン
タ
ー
施
設
内
自
主
放

送
送
出
設
備
及
び
無
停
電
電
源

設
備

契
約
金
額　
　

１
５
４
６
万
円

契
約
の
相
手
方

㈱
九
電
工
熊
本
支
店

主
な
審
議

▼
佐
藤
議
員　

無
停
電
電
源
設

備
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
時
間

は
。

▽
ま
ち
づ
く
り
課
長　

10
分
程

度
。
こ
の
間
に
非
常
用
電
源
の

発
電
機
に
切
り
替
わ
る
。
発
電

機
に
切
り
替
わ
る
瞬
時
の
時
間

を
カ
バ
ー
す
る
た
め
の
無
停
電

電
源
措
置
と
な
る
。

原
案
可
決

　

令
和
４
年
９
月

第
３
回
定
例
会　

●
補
正
予
算

◆
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

主
な
審
議

○
観
光
振
興
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
発
行
事
業
補
助
金

▼
森
永
議
員　

今
回
プ
レ
ミ
ア

ム
分
３
０
０
０
円
に
、
さ
ら
に

１
０
０
０
円
分
の
農
産
品
が
追

加
に
な
っ
て
い
る
が
そ
の
理
由

及
び
販
売
時
期
は
。
ま
た
様
々

な
商
品
券
が
発
行
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
後
の
検
証
は
。

▽
町
長　

農
業
関
係
も
飼
料
・

肥
料
の
値
上
が
り
を
受
け
厳
し

い
状
況
に
あ
る
。
そ
う
い
っ
た

と
こ
ろ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た

い
。
地
元
農
産
品
を
食
べ
て
い

た
だ
い
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
や

リ
ピ
ー
タ
ー
に
つ
な
が
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

▽
ま
ち
づ
く
り
課
長　

販
売
時

期
は
、
観
光
協
会
と
十
分
協
議

し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
ま

だ
ま
だ
あ
る
。
詳
細
な
検
証
、

分
析
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
販

売
実
績
等
を
見
る
と
一
定
の
効

果
は
上
が
っ
て
い
る
と
思
う
。

▼
佐
藤
議
員　

農
産
品
の
商
品

券
１
０
０
０
円
分
は
ど
こ
で
使

用
で
き
る
の
か
。

▽
ま
ち
づ
く
り
課
長　

１
０
０

０
円
分
の
プ
レ
ミ
ア
ム
で
農
産

品
を
追
加
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
事
前
に
準
備
し
、
商
品
券

を
購
入
し
に
来
ら
れ
た
時
に
、

そ
の
場
で
お
渡
し
す
る
形
を
と

り
た
い
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
関
係
委
託
料

▼
穴
井
則
之
議
員　

町
内
の
接

種
状
況
は
。

▽
町
民
課
長　

９
月
12
日
現
在

で
２
回
目
接
種
率
86
・
８
％
、

３
回
目
接
種
率
73
・
５
％
、
４

回
目
接
種
率
は
36
・
１
％
。
（
令

和
３
年
１
月
１
日
現
在
の
人

口
、
３
９
２
７
人
が
ベ
ー
ス
）

▼
佐
藤
議
員　

コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
延
長
に
伴
う
委
託
期
間
は
。

▽
町
民
課
長　

年
度
末
ま
で
の

６
ヶ
月
分
を
予
算
計
上
。

○
り
ん
ど
う
ヶ
丘
小
学
校
修
繕

料▼
井
野
議
員　

消
防
設
備
の
修

繕
と
の
こ
と
だ
が
、
緊
急
性
は

な
い
の
か
、
子
ど
も
た
ち
へ
の

支
障
は
な
い
の
か
。

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
長　

８

月
の
点
検
時
に
判
明
し
た
。
自

動
受
信
機
に
不
安
定
な
部
分
が

見
ら
れ
、
不
具
合
が
起
こ
る
前

に
交
換
修
繕
を
行
う
も
の
。

○
県
営
教
職
員
住
宅
の
改
修

▼
佐
藤
議
員　

改
修
の
内
容

は
。
使
用
料
や
敷
金
は
ど
の
よ

補正予算　主な事業 （万円）
一般会計（第３号） 原案可決
備品購入費（役場窓口用会話補助器） 75
部分林地元交付金 420
町有原野貸付に伴う地元交付金 14
県営教職員住宅購入費 163
農業水利施設保全整備事業補助金 431
りんどうヶ丘小学校空調設備工事 30

南小国町コールセンター

◎受付時間◎
平日 午前 9 時～午後 5 時

◎電話番号◎
☎ 0967-25-6700
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う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

▽
ま
ち
づ
く
り
課
長　

現
在
、

県
の
方
と
購
入
の
手
続
き
を
進

め
て
い
る
。
老
朽
化
も
進
ん
で

お
り
、
現
在
の
住
居
様
式
に
合

わ
せ
た
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
化
や
水

回
り
の
改
修
も
必
要
。
改
修
費

は
一
棟
あ
た
り
２
０
０
万
円
、

４
棟
で
８
０
０
万
円
を
計
上
。

使
用
料
や
敷
金
に
つ
い
て
は
、

既
存
の
ま
ち
づ
く
り
住
宅
や
公

営
住
宅
等
を
考
慮
し
て
移
住
定

住
者
に
過
度
な
負
担
と
な
ら
な

い
よ
う
に
設
定
し
た
い
。

●
条
例
制
定
・
改
正

◆
南
小
国
町
認
可
地
縁
団
体
印

鑑
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る
条

例※
地
縁
団
体
の
利
便
性
の
増
進

と
取
引
の
安
全
を
図
る
も
の
。

原
案
可
決

◆
南
小
国
町
議
会
議
員
及
び
南

小
国
町
長
の
選
挙
に
お
け
る
選

挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る

条
例

※
お
金
の
か
か
ら
な
い
選
挙
を

実
現
す
る
と
と
も
に
、
立
候
補

の
機
会
や
候
補
者
間
の
選
挙
運

動
の
機
会
均
等
を
図
る
た
め
、

一
定
の
範
囲
で
町
が
選
挙
運
動

費
用
の
一
部
を
公
費
で
負
担
す

る
も
の
。
　
　
　

原
案
可
決

◆
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
改
正

主
な
審
議

▼
森
永
議
員　

育
児
休
暇
の
取

得
者
数
と
今
後
の
目
標
は
。
男

性
職
員
の
育
休
取
得
率
を
高
め

る
体
制
づ
く
り
を
。

▽
総
務
課
長　

現
在
、
育
休
者

が
２
名
、
産
休
者
が
２
名
。
目

標
数
値
等
は
設
け
て
い
な
い
が

職
員
に
対
し
て
積
極
的
に
取
得

推
進
を
し
て
い
き
た
い
。
配
偶

者
が
出
産
し
た
場
合
は
、
男
性

職
員
本
人
に
対
し
て
育
児
休
暇

を
取
得
す
る
よ
う
に
周
知
し
て

い
き
た
い
。　
　

原
案
可
決

●
委
員
の
選
任

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任

落
見　
　
　

佐
藤　

亨　

氏

同
　
　
意

●
陳
情

◆
中
国
共
産
党
に
よ
る
臓
器
収

奪
の
即
時
停
止
並
び
に
人
権
状

況
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
に
関
す
る
陳
情

配
布
の
み

●
令
和
３
年
度
決
算

◆
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

書
、
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

書
（
７
会
計
）

主
な
審
議

○
町
税
等
滞
納
状
況

▼
佐
藤
議
員　

町
税
関
係
で
収

入
未
済
額
に
延
滞
税
、
督
促
料

含
め
た
総
額
は
。
ま
た
収
入

に
つ
な
げ
る
各
課
の
取
組
は
。

▽
税
務
課
長　

町
民
税
（
未
済

額
２
４
２
万
円
・
総
額
６
６
７

万
円
）
、
固
定
資
産
税
（
未
済
額

４
６
３
万
円
・
総
額
１
１
０
５

万
円
）
、
軽
自
動
車
税
（
未
済
額

６
６
万
円
・
総
額
１
０
０
万

円
）
、
国
保
税
（
未
済
額
７
７
７

万
円
・
総
額
２
３
３
９
万
円
）
。

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
滞
納

が
発
生
し
た
場
合
は
ま
ず
、
督

促
・
催
告
を
行
い
、
そ
れ
で
も

納
入
が
無
い
場
合
は
自
宅
訪
問

や
差
押
え
等
を
行
っ
て
い
る
。

払
う
お
金
が
あ
っ
て
払
わ
な
い

方
に
つ
い
て
は
断
固
た
る
措
置

を
と
っ
て
い
る
。

▽
各
課
・
局
長　

債
権
管
理
条

例
を
踏
ま
え
、
税
務
課
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

▼
佐
藤
議
員　

滞
納
が
発
生
し

た
初
期
の
段
階
で
、
早
期
に
対

応
し
滞
納
額
が
な
い
よ
う
に
、

減
額
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

○
電
気
自
動
車
用
急
速
充
電
器

▼
井
上
議
員　

今
後
、
Ｅ
Ｖ
車

が
増
え
て
く
る
。
現
状
の
設
置

台
数
は
。
委
託
料
が
１
１
６
万

円
出
て
い
る
が
、
収
入
は
。

▽
ま
ち
づ
く
り
課
長　

現
在
３

箇
所
（
き
よ
ら
カ
ァ
サ
・
黒
川

温
泉
旅
館
組
合
駐
車
場
・
瀬
の

本
県
営
駐
車
場
）
。
電
気
自
動

車
用
急
速
充
電
器
維
持
費
用
と

し
て
１
９
５
万
円
歳
入
と
し
て

あ
が
っ
て
い
る
、
こ
れ
を
保
安

委
託
料
等
の
維
持
管
理
経
費
に

充
当
し
て
い
る
。

認
　
　
定

◆
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金

不
足
比
率　
　
　

報
　
　
告

補正予算　主な事業 （万円）
一般会計（第４号） 原案可決
財政調整基金積立金 2億 927
修繕料（県営教職員住宅他） 824
予防接種委託料 1617
新型コロナウイルスワクチン接種体
制確保事業対応業務委託料 215

特別会計繰出金（５会計） △ 729
農地農業用施設災害復旧工事補助金 500
測量設計委託料（四分一頭首工） 350
住宅リフォーム助成事業補助金 50
南小国町町民向け飲食券補助金 943
プレミアム付商品券発行事業補助金 1260
道路メンテナンス事業委託料 280
修繕料（りんどうヶ丘小学校） 220
国民健康保険特別会計（第１号） 原案可決
準備基金積立金 194
後期高齢者医療特別会計（第２号） 原案可決
一般会計繰出金 33
介護保険特別会計（第２号） 原案可決
準備基金積立金 1141
水道事業特別会計（第２号） 原案可決
基金積立金 357
農業集落排水事業特別会計（第１号） 原案可決
マンホールポンプ修繕料 130
特定地域生活排水処理事業特別会計
（第１号） 原案可決

基金積立金 53
公共下水道事業特別会計（第２号） 原案可決
基金積立金 495

購入予定の県営教職員住宅（杉田）
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令和３年度　決算認定
一般会計決算

特別会計決算

歳入　６５億８２０１万円
科　　目 金　　額

地方交付税 ２２億２８１９万円

寄付金 ９億７４０３万円

国庫支出金 ７億４７８２万円

繰越金 ６億９２２０万円

県支出金 ４億５４８８万円

町税 ３億７１５８万円

繰入金 ３億６３２６万円

町債 ２億２３９４万円

分担金及び負担金 １億５９８２万円

地方消費税交付金 ９８８６万円

地方譲与税 ７７２２万円

使用料及び手数料 ６６７２万円

地方特例交付金 ５２２０万円

諸収入 ３４８６万円

財産収入 ２６２８万円

環境性能割交付金 ４０７万円

法人事業税交付金 ３５３万円

株式等譲渡所得割交付金 １６０万円

配当割交付金 ７９万円

利子割交付金 １７万円

歳出　５９億３７２５万円
歳出区分 金　　額

総務費 ２４億１９２９万円

民生費 ８億２０６４万円

衛生費 ６億１４８６万円

災害復旧費 ４億７３５２万円

農林水産業費 ３億９１１７万円

公債費 ３億１７２２万円

教育費 ２億８８４１万円

土木費 ２億６４４３万円

商工費 １億５３６２万円

消防費 １億３４８５万円

議会費 ５９２３万円

　令和３年度一般会計は、歳入総額６５億８２０１ 
万円から歳出総額５９億３７２５万円を差し引くと
６億４４７６万円となります。差引額の中に翌年度
への繰越財源として１億８６２３万円が含まれてい
るので、これを差し引いた４億５８５３万円が黒字
となり、翌年度に繰り越されました。

特別会計名 歳　　入 歳　　出 収 支 額

国民健康保険特別会計 ６億２４３６万円 ６億１０４８万円 １３８８万円

後期高齢者医療特別会計 ６２３０万円 ６１９８万円 ３３万円

介護保険特別会計 ６億５０４８万円 ６億３１４７万円 １９０１万円

水道事業特別会計 １億５９６７万円 １億５２５４万円 ７１３万円

農業集落排水事業特別会計 ３１７９万円 ２９４２万円 ２３７万円

特定地域生活排水処理事業特別会計 ２０８６万円 １９８０万円 １０５万円

公共下水道事業特別会計 １億４３７７万円 １億３８１２万円 ５６５万円

合計 １６億９３２２万円 １６億４３８０万円 ４９４２万円

※表示単位未満四捨五入のため、合計や収支額が一致しない場合があります。
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こんなことに使われました
　令和３年度に実施された主な事業は、次のとおりです。

庁舎別館建設工事
１億３７３８万円

（総務費）

ＬＥＤ投光器備品購入
１４８２万円

（消防費）

農協跡地購入事業
８３１３万円

（総務費）

ふるさと納税事業
５億２５３９万

（総務費）

町民向け商品券
３９４５万円

（商工費）

町道改良工事
５９８０万円

（土木費）

地籍調査事業
５２５８万円

（総務費）

公共土木災害復旧工事
２億８５０２万円

（災害復旧費）

農地等災害復旧工事
１億４６７１万円

（災害復旧費）

町民向け宿泊券・飲食券
１５８４万円

（商工費）

りん小校舎改修工事
４６０７万円

（教育費）

予防接種委託料
３１６７万円

（衛生費）

強い農業・担い手づくり
総合支援交付金

２７６７万円
（農林水産業費）

くまもと間伐材利活用
推進事業補助金

１７７０万円
（農林水産業費）

子育て世帯臨時特別
給付金

５３６０万円
（民生費）

住民税非課税世帯等
臨時特別給付金

５２１０万円
（民生費）
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①財政健全化審査について、経常収支比率、実質
公債費比率とも減少し、将来負担比率について
は２年連続比率がゼロとなった。令和３年度は、
前年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症
や令和２年７月豪雨災害に対する様々な対策や
施策がとられてきた。これは令和４年度において
も、同様になると思われる。国の財政支援やふ
るさと納税も先行き不透明な部分もある。今後
も個々の要因を分析し、抑制に向けた適正な財
政管理を行っていただきたい。

②税と保険料・使用料及び負担金等の徴収につい
ては、前年度に引き続き滞納額が無かった費目
がある。これは、担当職員の日頃の努力は基よ
り、担当課・局間の横の連携がうまく図られてい
るものと評価する。悪質な滞納者については法
的措置をとるなど、徴収業務の更なる強化をお
願いするとともに、少額滞納者には滞納額が増
える前に、口座振替制度などを積極的に推進し
てもらいたい。また、コロナ禍による収入減や
経営状況の悪化、減免額の増などにより、収納

額、収納率の低下が見られる。今まで以上の担
当課・局間の連携に期待する。

③歳出に多額の不用額が見受けられる。限られた
財源の中、新型コロナウイルス感染症対策など
に有効活用するためにも、実施困難となったも
のなど早めの対応が可能なものは、年度途中の
減額補正など、適切な財政処理を望む。

④職員の不適切な事務処理により、町の財政に影
響を与えた事案が発生した。このことを踏まえ、
指導監督の徹底をお願いしたい。伝票監査にお
いて、納品書、請求書等の不備や決裁印の漏れ
が見受けられた。確認体制の強化を徹底し、事
務処理ミスの防止に努めてもらいたい。

⑤令和２年７月豪雨災害の対応に加え、新型コロ
ナウイルス感染症対策の様々な事業も継続され、
職員の負担も増加しているように思われる。専
門職員の確保等、職員の業務負担に対する対策
を講じていただきながら、一日も早い復旧・復興、
新型コロナウイルス感染症の終息を願う。

監査委員による決算審査意見書の抜粋
代表監査委員　石橋正寿　　議選監査委員　井野和哉

令和３年度末基金残高
基　　金　　名 前年度末残高 増減額 ３年度末残高

財政調整基金 ８億７５２３万円 ５億５６７７万円 １４億３２００万円
ふるさと納税基金 ４億７７１４万円 １億４２９２万円 ６億２００６万円
地域福祉基金 １億６２１１万円 △１５７万円 １億６０５４万円
きよらの郷づくり基金 １億５２７４万円 ０万円 １億５２７４万円
ケーブルテレビ放送設備等整備基金 ７３２８万円 １３１８万円 ８６４６万円
国民健康保険療養給付費支払基金 １億１２５万円 △２３９５万円 ７７３０万円
介護給付費準備基金 ４５９７万円 ３４６万円 ４９４３万円
公共下水道事業基金 ３０１２万円 ４８４万円 ３４９６万円
防災対策基金 ３４８３万円 △４２９万円 ３０５４万円
森林環境譲与税基金 １８８１万円 １０６４万円 ２９４５万円
水道会計財政基金 ９８７万円 ４４２万円 １４２９万円
農業集落排水事業基金 ８６８万円 １８１万円 １０４９万円
特定地域生活排水事業基金 ４８３万円 ７５万円 ５５８万円
減債基金 ４６９万円 ０万円 ４６９万円
中山間ふるさと・水と土保全対策基金 ２０９万円 ０万円 ２０９万円
学校給食センター基金 １００万円 ６８万円 １６８万円
土地開発基金 ５１３６万円 △５１３６万円 ０円

合　　　　計 ２０億５４００万円 ６億５８３０万円 ２７億１２３０万円
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【
議
員
】
町
や
社
協
へ
の
売
却

の
話
が
あ
る
と
伺
っ
て
い
る
。

購
入
し
地
域
福
祉
の
充
実
の
た

め
に
利
活
用
す
べ
き
。

【
町
長
】
小
国
町
社
協
か
ら
相

談
が
寄
せ
ら
れ
た
。
社
協
と
も

協
議
を
重
ね
て
い
る
。
資
金
、

人
材
の
確
保
等
、課
題
も
多
い
。

【
議
員
】
町
長
の
決
断
で
良
い

方
向
に
向
か
う
よ
う
に
期
待
す

る
。
社
協
内
で
は
、
機
能
訓
練

や
リ
ハ
ビ
リ
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム

や
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
等
を
検
討
し
て

い
る
よ
う
で
町
民
の
幸
福
度
向

上
に
つ
な
が
る
予
感
が
す
る

が
。

【
福
祉
課
長
】
町
に
足
り
な
い

サ
ー
ビ
ス
が
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
多
世

代
交
流
や
認
知
症
対
策
に
も
有

効
。
今
後
も
協
議
を
続
け
る
。

【
議
員
】
温
泉
館
き
よ
ら
も
近

く
に
あ
り
、
将
来
的
に
は
高
齢

者
住
宅
も
整
備
し
て
、
り
ん
ど

う
荘
周
辺
一
帯
を
福
祉
拠
点
と

し
て
は
。

【
町
長
】
温
泉
や
福
祉
施
設
が

近
隣
に
あ
る
こ
と
で
、
安
心
感

が
生
ま
れ
る
。
一
つ
の
大
き
な

選
択
肢
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

【
議
員
】
農
協
跡
地
に
関
し
て

は
町
民
の
一
番
の
関
心
事
で

は
。
今
後
の
予
定
は
ど
う
な
っ

て
い
る
。

【
町
長
】
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を

再
度
実
施
す
る
。
負
の
遺
産
と

な
ら
ぬ
よ
う
時
間
を
い
た
だ
き

な
が
ら
進
め
た
い
。

【
議
員
】
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

の
時
期
、
対
象
、
結
果
の
公
表

方
法
は
。
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
に

つ
い
て
は
全
町
民
に
開
示
し
て

欲
し
い
。
ま
た
役
場
職
員
へ
の

意
見
聴
取
も
必
要
か
と
。

【
町
長
】
年
内
に
実
施
し
結
果

も
公
表
し
た
い
。
対
象
は
各
年

代
ご
と
に
行
い
た
い
。
結
果
は

広
報
誌
等
を
利
用
し
公
表
す

る
。
対
象
者
以
外
へ
の
開
示
は

必
要
。
意
見
を
吸
い
上
げ
ら
れ

る
よ
う
準
備
も
す
る
。
職
員
へ

の
意
見
聴
取
は
や
る
必
要
が
あ

る
。

佐藤　毅　議員

Ｑ 
グループホーム森園の譲受けは？

Ａ 
前向きに協議を重ねていく

Ｑ 
農協跡地再開発への動きは？

Ａ 
時間を掛けて進めていく

【
議
員
】
先
達
か
ら
引
き
継
い
だ

大
事
な
農
地
を
守
り
、
生
産
し

て
い
く
こ
と
は
私
た
ち
の
責
務

だ
と
思
う
が
、
担
い
手
不
足
の

今
、
官
民
一
体
で
縦
軸
で
あ
る

農
地
再
生
機
構
が
つ
く
れ
な
い

か
。
営
農
者（
横
軸
）は
人
手
不

足
、
担
い
手
不
足
と
諸
問
題
を

抱
え
て
い
る
が
、
町
と
し
て
ど

の
よ
う
な
対
策
が
有
る
の
か
。

【
町
長
】
飼
料
・
燃
料
費
高
騰

対
策
補
助
金
の
受
付
を
9
月
よ

り
始
め
て
い
る
。
本
町
の
営
農

体
系
の
整
備
を
進
め
る
必
要
が

あ
り
、
南
阿
蘇
村
の
農
業
公
社

等
を
参
考
に
し
な
が
ら
設
立
し

た
場
合
の
在
り
方
を
協
議
検
討

し
て
い
き
た
い
。ま
た
横
軸（
家

族
経
営
）
を
支
援
し
、縦
軸
（
組

織
）
へ
の
展
開
を
広
げ
て
い
き

た
い
。

【
議
員
】
営
農
が
横
軸
と
す
れ

ば
、
管
理
・
整
備
は
縦
軸
が
担

う
分
は
大
き
い
と
思
う
。
法
人

化
も
考
慮
し
な
が
ら
農
地
を
守

る
体
制
を
早
急
に
お
願
い
し
た

い
。

【
農
林
課
長
】
今
、
波
居
原
地

区
に
お
い
て
、
地
元
の
方
々
に

大
変
ご
苦
労
を
い
た
だ
き
、
Ｊ

Ａ
・
役
場
・
県
と
一
緒
に
な
っ
て

会
合
を
重
ね
法
人
化
に
向
け
て

最
終
段
階
に
入
っ
て
い
る
。
ま

た
、
新
規
就
農
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
等
導
入
に
向
け
、
企
画
書

等
を
作
成
し
準
備
に
入
っ
て
い

る
。
新
た
な
形
で
担
い
手
を
つ

く
り
活
用
し
て
い
き
た
い
。

井上　則臣　議員

Ｑ 
農業再生機構の設立を！

Ａ他町村の農業公社等を参考に協
議・検討していく

波居原地区法人化説明会の様子就農相談会の様子
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【
議
員
】
本
町
の
観
光
関
連
産

業
は
経
済
や
雇
用
等
大
き
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
が
、
人
手
不

足
ゆ
え
に
一
部
で
は
サ
ー
ビ
ス

見
直
し
や
供
給
制
限
が
起
き
て

い
る
。
本
町
の
人
口
問
題
を
考

え
る
と
、
将
来
は
人
手
不
足
が

一
層
深
刻
化
す
る
と
思
わ
れ

る
。
未
来
を
見
据
え
た
施
策
を

今
、
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

①
観
光
基
本
計
画
を
策
定
し
て

は
。

②
人
材
確
保
に
向
け
て
、
都
会

の
ひ
と
り
親
世
帯
の
方
に
仕
事

を
含
め
た
移
住
を
呼
び
か
け
て

は
。
子
ど
も
の
貧
困
問
題
解
消

に
も
繋
が
る
の
で
は
。

【
町
長
】
①
関
係
機
関
と
協
議

し
、策
定
に
向
け
て
取
り
組
む
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
②
子
育

て
世
帯
が
南
小
国
に
魅
力
を
感

じ
る
よ
う
な
施
策
を
充
実
さ

せ
、
各
課
連
携
し
、
移
住
定
住

を
一
歩
ず
つ
進
め
た
い
。

【
議
員
】
認
知
症
は
早
期
発
見
・

治
療
が
有
効
的
で
あ
る
。「
健

常
」
と
「
認
知
症
」
の
間
に
あ

る
Ｍ
Ｃ
Ｉ
（
認
知
機
能
障
害
）

で
は
、
健
常
状
態
へ
の
回
復
も

一
定
割
合
で
見
込
め
る
。
Ｍ
Ｃ

Ｉ
の
早
期
発
見
に
注
力
し
て

は
。
①
高
齢
者
向
け
に
Ｍ
Ｃ
Ｉ

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
活
用
。
②
Ｍ

Ｃ
Ｉ
の
周
知
を
し
て
は
。

【
町
長
】
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
（
状

態
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
の
流

れ
を
ま
と
め
た
物
。
Ｍ
Ｃ
Ｉ

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
内
容
を
含

む
）
を
作
成
し
、
各
世
帯
へ
配

布
予
定
。

【
福
祉
課
長
】
町
民
が
理
解
で

き
、
Ｍ
Ｃ
Ｉ
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

の
内
容
も
入
っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
配
布
し
た
い
。

森永　一美　議員

Ｑ 
観光関連の未来に向けた動きを！

Ａ 
一歩ずつ取り組みを進めていく

Ｑ 
認知症の早期発見を！

Ａ 
認知症ケアパスを作成予定

【
議
員
】
先
の
７
月
臨
時
議
会

で
町
有
財
産
の
売
払
い
が
可
決

さ
れ
た
が
、
金
額
的
な
こ
と
だ

け
で
な
く
、
色
々
と
問
題
点
が

あ
る
。
町
長
の
考
え
を
聞
き
た

い
。

【
町
長
】
町
全
体
の
林
野
面
積

は
９
２
８
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
町

総
面
積
の
80
％
を
占
め
て
い

る
。
直
接
町
が
管
理
し
て
い
る

の
が
２
５
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
林

野
面
積
の
３
％
を
占
め
て
い

る
。
全
て
を
整
備
す
る
に
は
時

間
と
予
算
を
必
要
と
す
る
の

で
、
森
林
整
備
に
も
つ
な
が
る

と
思
い
、
森
林
経
営
に
意
欲
の

あ
る
隣
接
所
有
者
に
売
払
い
を

し
た
も
の
。
森
林
整
備
計
画
に

基
づ
き
、
有
効
資
源
が
活
用
で

き
る
よ
う
取
り
組
む
。

【
議
員
】
な
ぜ
９
月
定
例
議
会

で
な
く
、
臨
時
議
会
だ
っ
た
の

か
。
売
払
い
は
町
長
の
判
断
で

な
く
、町
有
財
産
評
価
委
員（
仮

称
）
な
ど
の
基
準
が
つ
く
れ
な

か
っ
た
の
か
。

【
総
務
課
長
】
売
払
契
約
が
６

月
末
に
行
っ
た
の
で
、
７
月
臨

時
議
会
に
て
行
っ
た
。
今
回
の

処
分
に
つ
い
て
は
南
小
国
町
普

通
財
産
処
分
等
事
務
取
扱
要
綱

に
基
づ
い
て
行
っ
た
。
普
通
財

産
を
処
分
す
る
の
に
評
価
員
が

必
要
で
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

穴井　千秋　議員

Ｑ 
町有林の管理及び整備について！

Ａ森林整備計画に基づき、有効資
源が活用できるよう取り組む

経済建設常任委員会　町有林視察の様子（Ｒ３年度）

南小国町 森林整備計画
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【
議
員
】
携
帯
各
社
は
順
次
３

Ｇ
サ
ー
ビ
ス
を
終
了
し
、
ス
マ

ホ
所
有
の
方
が
増
え
て
い
る
。

た
だ
、
操
作
が
複
雑
で
、
使
い

方
な
ど
気
軽
に
相
談
で
き
る
場

が
あ
れ
ば
助
か
る
と
思
う
が
。

【
町
長
】
町
も
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
情
報
を
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
配
信
す

る
よ
う
に
な
り
、
ス
マ
ホ
の
利

便
性
の
向
上
も
考
え
、
他
の
自

治
体
の
や
り
方
を
参
考
に
、
町

と
し
て
の
対
応
を
考
え
て
い

く
。

【
議
員
】
ス
マ
ホ
は
元
よ
り
、

パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
な
ど
、
大

人
対
象
の
「
き
よ
ら
塾
」
開
催

の
考
え
は
な
い
か
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
高

校
生
や
中
学
生
が
講
師
に
な
っ

て
、
聞
き
や
す
い
環
境
や
繰
り

返
し
で
き
る
環
境
で
進
め
ら
れ

た
ら
と
思
う
が
、
具
体
的
な
予

定
は
な
い
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
を
活
用
し
て
、
使
い

方
の
情
報
発
信
な
ど
が
で
き
れ

ば
と
思
う
。

【
議
員
】
町
内
に
は
多
数
の
公

共
施
設
が
あ
り
、
維
持
費
も
か

な
り
か
か
っ
て
い
る
。
今
後
を

考
え
る
と
、
思
い
き
っ
た
施
策

も
必
要
な
の
で
は
。

【
町
長
】
町
内
に
は
70
の
公
共

施
設
が
あ
り
、
用
途
が
重
複
し

て
い
る
施
設
、
稼
働
率
の
低
い

施
設
の
統
合
整
理
を
検
討
し
、

経
費
削
減
へ
向
け
て
取
り
組

む
。

【
議
員
】
管
理
セ
ン
タ
ー
は
、

５
月
か
ら
利
用
を
休
止
し
て
い

る
が
、
水
道
光
熱
費
な
ど
経
費

が
か
か
っ
て
い
る
。

【
町
長
】
管
理
セ
ン
タ
ー
は
耐

震
基
準
も
満
た
し
て
お
ら
ず
、

早
め
の
解
体
を
考
え
て
い
る
。

【
議
員
】
役
場
庁
舎
も
、
多
額

の
電
気
代
が
か
か
っ
て
い
る
。

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
設
置
し

て
、
経
費
を
抑
え
て
は
。

【
町
長
】
当
初
設
置
の
予
定
が

な
く
、
屋
根
の
強
度
や
蓄
電
シ

ス
テ
ム
な
ど
、
関
係
業
者
か
ら

情
報
を
集
め
、
で
き
る
こ
と
が

あ
れ
ば
相
談
さ
せ
て
い
た
だ

く
。

Ｑ町の公共施設、今後どう維持し
ていく？

Ａ公共施設総合管理計画に基づき
取り組んでいく 井野　和哉　議員

Ｑ町主催でスマホ教室はできない
か？

Ａ他町村の実施状況を調査し、関
係各局と協議する

令和４年　議会日誌

８
　
月

10 県町村議長会第２回理事会（オンライン会議）

24 県町村議長会正副議長研修会

25 経済建設常任委員会

９
　
　
月

6 議会運営委員会

9 熊日金婚夫婦表彰式

13～14 第３回定例会

15 議会広報調査対策特別委員会

21 全国町村議会広報研修会　　（写真①）

27 小国公立病院議会

28 秋の全国交通安全運動街頭指導

10
　
　
月

2 「きよらの郷」防犯少年柔道大会

3 市町村総合事務組合議会定例会

4 県町村議長会議員研修会　　（写真②）

6 県町村議長会理事・郡事務局長合同会議（オンライン会議）

11 阿蘇広域議会運営委員会

14 在熊阿蘇ふるさとの会 「かたらんネ！阿蘇2022」

15 やまびこふれあいフェスタ

16 きよら祭り

18 北海道鶴居村議会行政視察　　（写真③）

19 議会広報調査対策特別委員会

21 阿蘇広域議会定例会

24 阿蘇市町村議会議員研修会

25 議会広報調査対策特別委員会

写真②

写真①

写真③
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今
年
は
例
年
よ
り
早
く
、
中
秋
の
名
月
を
迎
え

ま
し
た
。
ま
だ
薄
の
穂
も
十
分
開
き
き
っ
て
い
な

い
中
、
天
気
も
少
し
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

キ
レ
イ
な
満
月
を
拝
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

我
が
家
の
庭
先
に
も
、
十
五
夜
の
お
供
え
を
引

き
に
来
た
子
供
た
ち
の
声
も
聞
こ
え
、
久
し
ぶ
り

に
賑
や
か
な
秋
の
夜
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
古
き
良
き
風
習
が
、
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
け

ば
と
思
い
ま
す
。

　

出
生
数
が
伸
び
な
い
中
、
幼
い
子
供
た
ち
が
命

を
落
と
す
事
例
が
後
を
た
ち
ま
せ
ん
。
一
人
で
出

か
け
て
川
に
流
さ
れ
て
命
を
落
と
し
た
子
や
送
迎

バ
ス
の
中
に
取
り
残
さ
れ
て
命
を
落
と
し
た
子
な

ど
、
家
族
に
と
っ
て
は
い
た
た
ま
れ
な
い
事
件
が

数
多
く
起
き
て
い
ま
す
。
大
人
が
も
う
少
し
気
を

つ
け
れ
ば
防
げ
る
事
も
数
多
く
あ
り
、
町
内
に
お

い
て
も
い
か
に
子
供
た
ち
を
守
っ
て
い
く
の
か
、

子
供
た
ち
の
安
心
安
全
の
た
め
に
何
を
す
べ
き
か

を
、
家
庭
・
地
域
・
行
政
が
共
に
連
携
し
て
、
子

供
た
ち
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
井
野　

和
哉
）

　
　

発
行
責
任
者

　
　
　

議　

長　
　

平
野　

昭
夫

　
　

広
報
調
査
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　

委
員
長　
　

森
永　

一
美

　
　
　

副
委
員
長　

井
上　

則
臣

　
　
　

委　

員　
　

井
野　

和
哉

　
　
　

委　

員　
　

佐
藤　
　

毅

…
南
小
国
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
キ
ッ
カ

ケ
は
何
で
す
か
？

　

瀬
の
本
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
の
運
営
を
し
て

欲
し
い
と
相
談
を
い
た
だ
い
た
こ
と
で
す
。

　

私
の
登
山
人
生
は
15
歳
の
時
に
登
っ
た
久

住
山
か
ら
全
て
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
瀬
の

本
は
久
住
山
の
麓
に
あ
り
、
自
然
の
美
し
さ

素
晴
ら
し
さ
を
24
時
間
３
６
５
日
感
じ
ら
れ

ま
す
。
こ
ん
な
場
所
は
二
つ
と
な
い
と
、
経

営
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

…
行
動
隊
を
立
ち
上
げ
ら
れ
た
経
緯
を
教

え
て
く
だ
さ
い

　

瀬
の
本
と
い
う
最
高
の
地
に
住
ま
わ
せ
て

も
ら
え
て
い
る
こ
と
へ
の
お
礼
が
で
き
な
い

か
、
地
域
に
対
し
て
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
か

と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
50
年
ほ
ど
前
か
ら
仲
間
と
一
緒
に
登

山
道
の
ゴ
ミ
拾
い
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。

当
時
は
登
山
者
が
何
で
も
捨
て
て
い
ま
し
た

が
、
活
動
を
続
け
た
こ
と
で
登
山
者
の
マ

ナ
ー
も
向
上
し
、
今
で
は
登
山
道
で
ゴ
ミ
を

見
る
こ
と
は
ほ
ぼ
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
で
道

路
に
は
未
だ
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

南
小
国
の
玄
関
口
と
も
言
え
る
国
道
２
１
２

号
線
も
そ
う
で
す
。
２
１
２
号
線
に
ゴ
ミ
が

落
ち
て
な
け
れ
ば
通
る
人
は
気
持
ち
が
良
い

だ
ろ
う
な
ぁ
と
思
い
、
仲
間
と
共
に
美
化
活

動
を
す
る
行
動
隊
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

…
実
際
に
美
し
い
村
補
助
金
を
使
わ
れ
て

み
て
い
か
が
で
し
た
か
？

　

補
助
は
有
難
い
で
す
。
し
か
し
、
景
観
や

環
境
を
守
る
収
益
を
生
ま
な
い
活
動
に
関
し

て
は
、
10
割
補
助
で
あ
っ
て
欲
し
い
で
す
。

　

収
益
を
生
む
事
業
は
５
割
や
８
割
の
補
助

が
あ
る
こ
と
で
挑
戦
を
後
押
し
し
、
事
業
確

立
に
繋
が
り
ま
す
が
、
環
境
美
化
・
景
観
保

持
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
収
益
を
生
み
出

し
ま
せ
ん
。
活
動
を
継
続
さ
せ
る
た
め
に
も

手
出
し
を
せ
ず
に
済
む
10
割
補
助
を
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

…
今
後
の
展
望
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
に
加
盟
し
て

い
る
南
小
国
が
名
実
と
も
に
「
日
本
で
最
も

美
し
い
」
町
と
な
る
べ
く
、
今
後
も
活
動
を

継
続
し
て
い
き
た
い
で
す
。
ご
興
味
の
あ
る

方
は
一
度
だ
け
で
も
活
動
に
参
加
い
た
だ
け

る
と
嬉
し
い
で
す
。取

材
・
文
・
写
真
：
森
永
一
美

阿南　誠志さん
南小国を“日本で最も美しい”と感じられる様に…
町を美しくすべく仲間と共に美化活動実践中！

プロフィール
高森町生まれ、瀬の本在住。登山専門店シェルパの創業者であり現会
長。今年４月、美しい村補助金※ を活用し「南小国町ボランティア行動
隊（以後：行動隊）」を仲間と立ち上げ、月１回国道のゴミ拾いを、週
１回河川沿いの草刈り活動をしている。

※美しい村補助金＝南小国町「日本で最も美しい村」づくり事業補助金の略
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　国道212号線のゴミ拾いは、 毎月

　第２火曜日10時から11時半頃まで

　役場近くの河川沿いの草刈りは

　毎週木曜日17時から１時間ほど
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